沖縄県立総合教育センター　後期長期研修員　公開授業
第6学年　算数科学習指導案
平成30年12月4日（火）5校時
宜野湾市立はごろも小学校
6年3組31名　男子14名女子17名
指導者　喜世川　匡

１　単元名　「ならべ方と組み合わせ方」（学校図書　６年）

２　単元の目標
　・具体的な事柄について、起こり得る場合を順序よく整理して調べることができるようにし、筋道立てて考えを進めていこうとする態度を身に付ける。

３　育てたいプログラミングの考え方
・思考の手順を整理して、順序立てて問題を解くことができる。（順次）
・問題を解く際に、条件に注目することで、問題解決の手順を論理的に考えることができる。（条件分岐、繰り返し）
・お互いの考えを交流し、各自の考えをよりよい考えに作り変えていく。（修正）

４　単元について
　（１）教材観
　　　　第５学年までに資料を分類整理して表やグラフに表したり、特徴を調べたりすることを学習してきた。本単元では、起こり得るすべての場合を順序よく整理して列挙することができるようにすることをねらいとし、順序を考えて整理する「並べ方（順列）」と順序を考えないで整理する「組み合わせ方（組み合わせ）」について学習する。
　　　　本単元で学習する内容は、中学校数学の「資料の活用」における確率の学習につながる。確率を求めるには同様に確からしいと考えられる、起こり得るすべての場合を正しく求める必要がある。本単元の順序よく整理して正しく数え上げる学習や樹形図などに表す学習は、中学校で学習する確率の素地となる。
　　　　起こり得るすべての場合を思いつくままに列挙するのでは、落ちや重なりが生じやすくなる。そのため、１つを固定すること、表や図に表して見やすくすることなど、調べる上でのきまりを作り、工夫して調べる過程が重要である。さらに、並べるものをＡＢＣなどの記号に置き換え、端的に列挙する良さを感じることが大切である。
　　　　体育科ではリレーを走る順番や球技の試合数、図画工作科や家庭科では材料の組み合わせ方、音楽科では合奏する時のパート分けなど、他教科の学習でも関連するものが多くがある。また、レストランなどで料理のトッピングやメニューの組み合わせ方、遊園地で乗り物に乗る順番など日常生活との関連も深い。そのため児童の興味関心を引き出しやすい単元である。

　（２）児童観
　　　　算数の学習に対する意識調査行った。質問項目については、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」「どちらかといえばあてはまらない」「あてはまらない」の４件法で行った。その中で「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」と肯定的に答えた割合を、表１・２に記す（回答者28名）。
　「算数の学習が好きだ」と53％の児童が答えている（質問１）。「自分の考えを人に説明するのは得意だ」という児童は17％と少ない（質問２）。「ペアで相談しながら、自分の考えを言うことができる」と答えた児童は75％（質問３）、「グループで相談しながら、自分の考えを言うことができる」と答えた児童は60％（質問４）、「学級みんなの前で、自分の考えを言うことができる」と答えた児童は35％であった（質問５）。考えを伝える人数が多くなるほど、発表に対して苦手意識が強くなる傾向が分かった。「一人でやるよりも、友達と協力したほうが良い結果になる」は96%の児童が肯定的に答えている（質問６）。発表することに消極的だが、他の児童と協力して活動することについては積極的だと考えられる。そこで、話し合い活動を設定し、自分の考えを伝える経験を増やすことで自信をつけ発表活動に意欲的になるような取り組みを行いたい。「問題を解くとき順番を考え、ノートに自分の考えを書いている」と答えた児童は57％であった（質問７）。「問題を解決するときに、順序立てて考えることができる」と答えた児童は57％であった（質問８）。「分かりやすいように発表の順番を考えて伝えることができる」と答えた児童は42％であった（質問９）。これらの「順序・順番」に関する項目では、肯定的に答えた児童の割合は半数程度であるため、課題を解く際の「書く・考える・話す活動」に対して、「順序や手順」を意識している児童が多くないことが分かる。そのため、問題を解く際に課題解決の手順を意識させる取り組みが必要である。授業の中で、課題を細分化し、手順に分けて考え、解決方法を組み立てていくプログラミング教育の視点を取り入れる学習活動を行うことは、順序を意識づけるために有効だと考える。表１　算数に関する調査
番号
質問項目
割合
１
算数の学習が好きだ
53％
２
自分の考えを人に説明するのは得意だ
17％
３
ペアで相談しながら、自分の考えを言うことができる
75％
４
グループで相談しながら、自分の考えを言うことができる
60％
５
学級みんなの前で、自分の考えを言うことができる
35％
６
一人でやるよりも、友達と協力したほうが良い結果になる
96％
７
問題を解くとき順番を考え、ノートに自分の考えを書いている
57％
８
問題を解決するときに、順序立てて考えることができる
57％
９
分かりやすいように発表の順番を考えて伝えることができる
42％



（３）指導観
　　指導にあたっては、第一次では4種類の寿司を食べる順番で、順序について考えさせる。食べる順の場合の数はたくさんあることに気付かせ、順序について興味をもたせる。児童が思いつくままに順番を並べると落ちや重なりが生じることを経験し、順序よく整理する必要性を感じさせる。順番の調べ方を考えていく中で、これまでの算数の学習を活かしながら、表や図の活用、記号化することの便利さを想起させる。また、落ちがないようにするために、特定の一つを固定する工夫を知らせ、実際に調べていく。表や図に表す考えを十分に理解させた後、表と図を見比べさせ、より簡潔な表現方法である樹形図の書き表し方のよさを共有する。学んだ解き方の手順をフローチャートで作成することで、問題を解く際の手だてになるようにする。
　　第２次では、組み合わせの問題について、起こり得るすべての場合の数を調べる学習を行う。４チームの総当たりの試合数を考える場面や、お店などで何種類もある物の中から数種類を組み合わせて選ぶ場面など、身のまわりにある場面を題材として扱う。並べ方のときと同じように、表や図を用いて順序よく調べるよさを生かしながら、並べ方とは違い、重なりが生まれることに気付かせる。場合分けをする際の条件に着目し、条件があることで解き方が変わることをフローチャートに表すことで意識させていく。
本単元では、フローチャートの作成を学習活動に取り入れ、複雑な場面においても、問題条件でどの既習の考え方が使えるかを振り返ることができるようにする。「同じ数字が使えるのか」「順序が関係するのか」という条件に着目することで問題の解決の手順を意識させていきたい。単元を通して具体的な事柄について、起こり得る場合を順序よく整理して調べることができるようにし、筋道立てて考え進めていこうとする態度を育てたい。

５　単元の評価規準
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	　起こり得る場合について、落ちや重なりがないように工夫して考えたり、生活の場面で活用したりしようとしている。
	　起こり得る場合について、落ちや重なりがないように表に書いたり図で表したりしながら、条件にしたがって筋道立てて考えている。
	　起こり得る場合について、落ちや重なりがないように順序よく調べることができる。
	　起こり得る場合について、並べ方や組み合わせ方の意味やその違いを理解している。また、落ちや重なりがないように調べるには、図や表に表したりするとよいことを理解している。



６　単元の指導と評価計画
	時
	目標
	学習活動
	おもな評価規準

	１
	並べ方が何通りあるかを調べるとき、落ちや重なりがないように調べる方法について考えることができる。
	・４種類の寿司を使って食べる順番は何通りできるか考える。
・食べる順番を落ちや重なりが無いように調べるためのフローチャートを作成する。（順次）
	【考】　落ちや重なりがないように調べる方法を工夫して考えている。
【関】　落ちや重なりがないように順序よく調べるには、表や図を使うと便利なことに気づき、進んでこれを使おうとしている。

	２
	条件がある場合の並べ方が何通りあるかを求めることができる。
	・０を含む４枚のカードから３枚を使って３けたの整数を作るのには何通りできるかを考える。
・場合分けを行うためのフローチャートを作成する。（条件分岐）
	【技】　条件がある場合の並べ方が何通りあるかを求めることができる。

	３
	並べ方について、落ちや重なりがないように順序よく整理して調べることができる。
	・輪投げを３回連続で投げた時に、どんな成績の場合があるでしょうか。
・2通りの結果が連続で起きる繰り返しのフローチャートを作成する。（ループ）
	【技】　並べ方について、落ちや重なりがないように順序よく整理して調べることができる。

	４
	組み合わせの意味、並べ方との違いを理解している。
総当たり戦の組み合わせ方が全部で何通りあるかを求めることができる。
	・４チームでどのチームとも試合をすると、全部で何試合になるかを考える。
・起こり得る組み合わせを考えるフローチャートを作成する。（条件分岐）
	【知】　組み合わせ方の意味、並べ方との違いを理解している。
【考】　表や図を用いて組み合わせ方を調べる方法を考えている。
【技】　総当たり戦の組み合わせ方が全部で何通りあるかを求めることができる。

	５
	５種類の中から2種類を選ぶ組み合わせ方を順序よく考える。
	・５種類の菓子の中から２種類買うとき、組み合わせは全部で何通りあるか考える。
・起こり得る組み合わせを考えるフローチャートを作成する。（条件分岐）
	【考】　書き出したり表や図を使ったりしながら、工夫して組み合わせを考えている。
【技】　菓子の組み合わせが全部で何通りあるかを求めることができる。

	６

本時
	組み合わせ方を用いて身のまわりの事象について考え、理解を深める。
	・家から学校までの防犯マップを見て、条件に応じた道順を考えることができる。
・既習のフローチャートを活用して、条件に応じた解決方法を考えることができる。（条件分岐）
	【考】　並び方や組み合わせの考えを、問題解決に活用している。



７　本時の指導（６／６）
　（１）目標　並び方や組み合わせ方の考えを用いて身のまわりの事象について考え、理解を深める。
　
（２）本時評価規準
	評価の観点
	数学的な考え

	評価規準
	並び方や組み合わせ方の考えを、問題解決に利用している。

	評価方法
	ノート、発表、発表用シート



（３）「めざす子どもの姿」の実現に向けた授業改善（教材・発問・問い返し・過程の工夫等）
	場面
	工夫点（発問等）
	子どもの姿

	主体的に「問い」をもち、自分なりの考えをもつ

	導入の場面
	条件を加え既習事項が活用しづらい問題を提示する。
	どうやって解くのだろうという疑問をもつことで、解決したいという意欲を持つ。

	他者との交流を通し、「問い」が生まれ自分の考えを広げ深める。

	展開の場面
	フローチャートで問題の解き方の手順を作成する活動を行う。
	落ちや重なりがなくなるために、フローチャートを使って手順を確認することの良さを確認する。

	学びの過程を振り返り、新たな「問い」をもつ

	まとめの場面
	日常生活でフローチャートを使って考えることが有効なことを伝える。
	他の教科や日常生活でもフローチャートを使って考えることができそうだと振り返ることができる。



　（４）本時の展開（第６時）
	過程
	学習活動と発問（●）
	児童の反応例（〇）
	留意点（＊）・評価

	
導入

１０分
	１　本時の学習のめあてを確認する。
これまでの考え方を使って、チャレンジ問題を解こう。



２　防犯マップから、家から学校までの行き方が何通りあるか確認する。
●家から学校までの道順は何通りありますか？
	


〇習った解き方だ。
〇図、記号、樹形図のどれを使おうか。
○道順は全部で9通りある。
	＊授業の流れを提示する。

＊既習の解き方をノートや掲示物から振り返ることができるようにする。

	





展開

３０
分
	３　条件が増えた場合の道順について検討する。
●時間や乗り物に条件がつくと道順は何通りでしょうか？

４　本時の課題に取り組む。
●家から学校までの行き方で、20分以上かかる行き方は全部で何通りあるでしょうか。
（１）まず各自で答えを考え、次にグループで解決方法をフローチャートに表す。
（２）全体で、説明するために考えたフローチャートを確認する。

５　適用問題に取り組む。
●バス停を使わないで学校へ行く方法は、全部で何通りでしょうか。
	〇条件が増えて問題が変わった。
〇今までの解き方が使えなそうだ。

[bookmark: _GoBack]
○前の問題で使った考え方が使えそうだ。

○これまでの解き方をフローチャートで表せそうだ。
〇フローチャートを使って条件を場合分けすると説明することができる。

〇前の問題と同じように考えることができそうだ。
	＊参考資料の地図を提示する。







＊「一人で、グループで、全体で」と説明の仕方を話し合って修正していく。


【考】組み合わせ方の考えを、問題解決に利用している。

	
まとめ
５分
	６　学習のまとめを行う。



７　単元の学習で分かったこと・考えたことを記入する。
	図や表を使った考えをフローチャートで表すと、落ちや重なりがなく調べることができる。


	＊児童の声から、本時で分かったことをまとめる。
＊フローチャートを使った良さや気づいたことを書くようにする。


８　板書計画
[image: Macintosh HD:Users:kiyokawatadashi:Downloads:IMG_0020.jpg]


参考資料（本時の課題問題）
[image: F:\IMG_0019.JPG]





予想される児童のフローチャート
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全体で修正したフローチャート　　　　　　　　　　　　適用問題でのフローチャート
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